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東 晃氏 (北大理) 1964年 10月1日より北大工学部応用物理教
室に移 られたO 但 し当分理学部 も兼任O
富田 和久氏 (京大理) 1964年 12月22日 flarwdll(England)
より帰国されたo
Be工ユ3.aⅡ)inLax氏 (MIT)31月末頃来 日L'約半月程滞在予定O
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後半に行われます ものは､次回の後期研究計画募集のときに応募 して下 さい)
1) 趣 旨
従来の短期及び長期研究計画やア トム型を始めとし､複数の研究機関の人が
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師 研 究 期 間
(v) 必要金街 (月額)
註 1 研究計画に使 う校費は､今回の募集で全体の与程度を決定 し､後期のt⊃
研究計画募集のときに残 りの与を決定いf=L,ますO
註 2 研究計画に使われ る旅費は､ 440万円程度 ,校費は300万円程度
です｡
3) 締 切





曾 我 見 ､道 子
a) 長期及び短期の研究計画
2月下旬ない しはー 3月上旬に行われ る基研研究部員会読
b) ア トム型
上記の研究部員会議に引き続 き行われ る運営委員会
6) そ の 他
'D) ア トム塵
(i) 研 究 期 間
J奨学生的7ILア トム型 については､ 1965年 4月から-1966年 3月
-315-
までの任意の期間のうち､最低 3ケ月基研に潜在 していた牢きますa
醍) 支 給 金 額
大学院博士課程終了 と同等で､無給の場合は､月額 2万円程度_ それ以
外の場合は最蘇3万 5千円程O
編 集 後 記
恭しんで新年のお慶 びを申上げます.?本年 も旧年に倍加 して ｢物健 研究｣を
御支援 御利用下 さいます ようお煩いいたします｡
さて新年号は北海道大学の掘 淳一氏の御尽力に~より-.北大特集号として
お手元にとごくことにな りましたC, 北大の方 ~々の御鼻力に感謝いたしますO
これをきっかけに各地の特集 号が編集 きれ ることを望んでお りますO物性物
理研究者の大同団l%'の威力を示す意味で も (編集委員の方々ばか りでな く)
一つ我-々 の所でやってみ ようじゃないか と思われ る方が御在 ましたらどしど
し申し込んで下 さい｡御協力いたします｡
久床亮五氏の講義 ノー ト別刷の希望者がかな りあります･のでー編集部の方
で別刷 を作製 してお分けしたい と思いますO費 用は一貫につ き:ほぼ1.5∵円～
2円です｡毎月 20-30貢位ずつ数回連載され る予定ですO-毎且物性研究
発行後一周間 以内にお届けいたしますo御 希望の方は2月5日までに､薪集郎
あて車Lg込んで下さい｡なお､希望者が一定数に連 L/ない場 合は中止す ること
がありますか らお含みおき下 さい｡
物 性 一 研 究 /JL





碓 井 恒 九
作 雄 _
㌔ 都議 京区岡崎徳餌 .lil.i




京都大学 湯 川 記 念 館 内
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京都大学 湯 川 記 念 館 内
昭和40年1月20日発行(毎月1回20日発行)
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